
はい く つく
俳句を作りましょう

はい く たの
◆俳句を楽しみましょう

に ほん ご おん おん たん ご
日本語には「やま」「くるま」など２音３音の単語が

おお く あ おん おん たん い つく ぶん
多く、それを組み合わせて５音や７音の単位で作った文

くち だ い に ほん ご よ
は口に出して言うと、日本語としてとてもリズムが良い

り よう こうつうあんぜん ひょう ご
ものです。それを利用して交通安全の標語に

と だ くるま きゅう と
「飛び出すな 車は急に 止まれない」

というものがあります。これも
・

「と
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び
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だ
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す
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（５）」「く
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る
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ま
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は
�

きゅう
�

に
�

（７）」「と
�

ま
�

れ
�

おん く あ
な
�

い
�

（５）」と、５・７・５の音の組み合わせです。

おん く あ もと はい く
このような音の組み合わせの基になっているのが俳句

はい く え ど じ だい に ほんじん たいへんあい し かたち
です。俳句は江戸時代から日本人に大変愛された詩の形

ひと おん おん おん ぜん ぶ おん みじか し
の一つで、５音・７音・５音の全部で１７音の短い詩です。

なか き せつ へん か かんどう はい く
その中に季節の変化やその感動をうたっています。俳句

おん なか き ご き せつ あらわ こと ば い
には、１７音の中に「季語」という季節を表す言葉を入れ

き そく
なければならないという規則があります。

つぎ はい く み
たとえば次の俳句を見てみましょう。

ゆき むら こ ども
雪とけて 村いっぱいの 子供かな

はい く え ど じ だい こ ばやしいっ さ ひと つく はい く
この俳句は江戸時代の小林一茶という人が作った俳句

ふゆ お ゆき あたた むら
です。冬が終わって雪がとけて暖かくなったので、村の

こ どもたち よろこ いえ そと で あそ はじ よう す
子供達もみんな喜んで家の外へ出て遊び始めた様子を

うた ゆき ふ さむ ち ほう ふゆ お
歌っています。雪がたくさん降る寒い地方の冬の終わり

よう す
の様子がよくわかります。

おん おん
「ゆ

�

き
�

と
�

け
�

て
�

」は５音、「む
�

ら
�

い
�

っ
�

ぱ
�

い
�

の
�

」は７音、「こ
�

おん き ご ゆき
ど
�

も
�

か
�

な
�

」は５音です。そして「季語」は「雪とけて」

はる あらわ
で、春を表しています。

かんたん に ほん ご じ ぶん き も あらわ
簡単な日本語でも、自分の気持ちを表すことができま

つぎ に ほん こ ども つく はい く み
す。たとえば次の日本の子供たちが作った俳句を見ると、

かんたん つか き せつ よう す あらわ
簡単なことばを使ってその季節の様子を表していること

がわかります。

さくらちる なにかいそいで いるみたい

しょうがっこう ねん
（小学校２年 小島雄太）Ａ

なつ あめ
夏の雨 わたしのかさは ピアノです

しょうがっこう ねん
（小学校６年 土屋美奈）Ｂ

は およ さかな と とり
もみじの葉 泳げば魚 飛べば鳥

しょうがっこう ねん
（小学校６年 菅野憲正）Ａ

ち きゅうさい じ き
Ａ 『地球歳時記’９０』

はい く くに てん し
Ｂ 『俳句の国の天使たち』

しょきゅう こうはん ご い ふ
初級の後半になって語彙が増えてきたら、このように

かんたん つか はい く つく はい
簡単なことばを使って、俳句を作ることができます。俳

く にちじょうせいかつ なか おどろ かんどう ひょうげん
句で日常生活の中の驚きや、感動を表現してみましょう。

はじ すこ おん かず おお すく だいじょう
初めは少し音の数が多かったり少なかったりしても大丈

ぶ
夫です。

つく
◆みんなで作ってみましょう

に ほん はい く がくせい しょうかい いっしょ
�まず、日本の俳句をいくつか学生に紹介して、一緒に

かんしょう おん かず き ご せつめい
鑑賞しながら、音の数・季語などの説明をします。

き ご じ ぶん くに き せつ かんけい
�みんなで季語になりそうな自分の国の季節に関係のあ

たと う き あめ
ることばをあげます。例えばタイの雨季（雨がたくさん

ふ き せつ れい かんが つぎ
降る季節）を例にして考えてみましょう。次のようなも

で
のが出るかもしれません。

な あめ みず こうずい
かみなり、鳴る、雨、ふる、水、洪水、カエル、かさ、

あつ
にじ、すずしい、暑い、みずたまり

せい と だ ご い おん かず せい り
�生徒が出した語彙を音の数で整理します。

ようおん
「チャ・チュ・チョ・ニャ・ニュ・ニョ」などの拗音や

そくおん の おん ちょうおん ちゅう い
「っ」の促音、また伸ばす音の長音に注意します。これ

すべ ぱく おん かぞ
らは全て１拍（１音）と数えます。

おん ご い
２音の語彙：あめ、かさ、にじ

おん ご い
３音の語彙：カエル、あつい
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じゅ ぎょう

授業のヒント
こんかい に ほん でんとうてき し はい く つか
今回は日本の伝統的な詩である俳句を使っ

じゅぎょう しょうかい
た授業のアイデアを紹介します。

もくてき おし
目的・教えること

はい く かんしょう はい く つく
・俳句を鑑賞する。俳句を作る

がくしゅうしゃ
学習者のタイプ

しょきゅうこうはん ちゅうきゅう じょうきゅう
・初級後半・中級・上級

にんずう
クラスの人数

なんにん
・何人でも

じゅん び
準備するもの

とく たんざく ふで すみ
・特になし（あれば短冊・筆・墨）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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おん ご い
４音の語彙：かみなり、こうずい、すずしい、あめふり

おん かず かんが く あ つく
�音の数を考えながら、組み合わせて５・７・５を作っ

てみます。

おん かず あ じょ し
そのときに、音の数を合わせるために助詞「に、の、

つか どう し けいよう し
へ、よ、まで、から」などを使ったり、動詞や形容詞の

かたち か おん かず あ ば
形を変えたりするといいでしょう。音の数を合わせる場

あい か こ かぞ
合、５・７・５のマスにひらがなで書き込むと数えやす

くなります。

つぎ はい く
たとえば次のような俳句ができるでしょう。

こうずい まち くるま かわ
洪水で 町の車も 川のワニ

あついけど かみなりがきて すずしいね

うえ した ふ ご ご あめ
上からも 下からも降る 午後の雨

つぎ く おんおお すく
ただし、次の句のように、１、２音多かったり少なかっ

い み わ
たりしても、意味が分かればだいじょうぶです。

う き あめ こめ
雨季になり 雨がふって（６） お米ができる（７）

じ ぶん き い はい く ほそなが かみ たんざく
�自分で気に入った俳句ができたら、細長い紙（短冊）

か ほそ ふで か ほんかく
に書いてみましょう。もしあれば、細い筆で書くと本格

てき ふん い き たの たんざく かべ かざ
的な雰囲気がでて楽しめます。みんなで短冊を壁に飾っ

たが さくひん たの
て、お互いの作品を楽しみましょう。

はじ むずか かん つうきん つうがく
初めは難しく感じるかもしれませんが、通勤や通学で

そと ある ともだち あそ たの
外を歩いているとき、友達と遊んでいて楽しいとき、お

た け しき み
いしいものを食べたとき、きれいな景色を見たときなど

はい く つく に
に、俳句を作ればいいのです。日

ほん し き き せつ
本には四季があって、その季節ら

はい く たいせつ し き
しい俳句を大切にしますが、四季

くに あめ ふ き せつ あめ
のない国でも、雨の降る季節と雨

ふ き せつ ちが ねんちゅうぎょう じ
の降らない季節の違いや年中行事

よう す ねんかん なが へん か
の様子などで１年間の流れや変化

かん じょう ず
が感じられます。それらを上手に

と じ ぶん き も じ ゆう
取りいれて自分の気持ちを自由に

はい く
俳句にしてみてください。

はい く づく に ほん ご かん
俳句作りは日本語のリズム感を

み つ たいへんやく た
身に付けるのに大変役に立ちます。

に ほん ご べんきょう
また、そういった日本語の勉強に

やく だ はい く つく
役立つだけではなく、俳句を作る

じ ぶん せいかつ
ことによって、自分の生活をもう

いち ど み あたら はっけん
一度見なおして新しい発見ができ

るかもしれません。

はい く
◆俳句でカルタをつくりましょう

せい と さくひん あつ あそ
生徒の作品がたくさん集まったら、カルタのように遊

まい おな はい く か
ぶこともできます。２枚のカードに同じ俳句を書きます。

ひとくみ つくえ うえ なら ひとくみ ひと り いっ く
一組を机の上にばらばらに並べ、もう一組を一人が一句

よ ほか ひと はい く さが
ずつ読んでいきます。他の人はその俳句のカードを探し

と さい ご と ひと
て取るゲームです。最後にたくさんのカードを取った人

か
が勝ちです。

さいきん かいがい くに こと ば
最近は海外でも、それぞれの国の言葉で、そのリズム

い はい く つく
を生かしながら、俳句が作られていますが、みなさんの

に ほん ご はい く つく
クラスでも、ぜひ日本語で俳句を作ってみてください。

さくひん
そして、おもしろい作品ができたら、このコーナーまで

おく
送ってください。
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たんとうしゃ ふるかわよし こ きたむらたけ し に ほん ご こくさい せんにんこう し
このコーナーの担当者：古川嘉子、北村武士（日本語国際センター専任講師）

どくしゃ みな せいこうれい しっぱいだん よ
読者の皆さんのアイディア、成功例、失敗談などをお寄せください。

さんこうぶんけん
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